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併設型中高一貫校

名古屋大学教育学部附属中・高等学校

名古屋大学敷地内に存在します



本校の課題研究

P P D A C

本校のこれまでの課題研究

実験によるデータ（一次資料）の取得にフォーカス



本校の課題研究

P P D A C

実験によるデータ（一次資料）の取得にフォーカス

本校のこれまでの課題研究

データの取り扱いに困る

分析を深掘り出来ない



本校の課題研究

P P D A C
データの取り扱い、結果の読み取り方に重点

今年度からの課題研究

データサイエンス（DS）
を、1年で学ぶ



高１前期

定量評価の手法

統計的推測

Excel演習

レポートのまとめ方

データサイエンス

高１後期

研究計画の立て方

実験計画の立て方と実践

現地調査の仕方

PBL

高校１年生の課題研究



回 主担当者 内 容

1

理
論

都丸

オリエンテーション、アンケート

基礎 データの種類・構造

2 基礎 統計図表・代表値

3 基礎 散布度

4 基礎 変数間の関係

5

実
践

佐藤

演習 エクセルの基本操作

6 演習 度数集計

7 演習 クロス集計

8 演習 グラフ・ヒストグラム

9

理
論

都丸

基礎 統計的推測・有意性

10 基礎 回帰分析

11 基礎 統計的検定

12
実
践
・
ま
と
め

佐藤 演習 相関、回帰分析、（検定分析ツール）

13

佐藤・都丸 演習 分析・レポート作成14

15

16 佐藤 演習 レポート作成時の注意

前期期末テスト

DS前期指導計画

このへんで行った課題

を報告します



エクセルはどの程度使ったことがありましたか

エクセルを使うことに自信はありましたか

●使ったことがある

●少し使ったことがあった

●まったくない

13%

46%

41%

●あてはまる

●ややあてはまる

●どちらともいえない

●あまりあてはまらない

●あてはまらない

2%

12%

17%

14%

55%

事前アンケート



Excel演習課題（クロス集計表とグラフ作成）



Excel演習課題（クロス集計表とグラフ作成）



【作業プロセス】

STEP１

醤油とソースの消費量の平均値を地域ごとに出す

STEP２

列が「醤油」と「ソース」、行が「地域」のクロス集

計表を作る

STEP３

積み上げ棒グラフを作る

制限時間 ２０分

STEP３まで
完成した生徒は７割程度

Excel演習課題（クロス集計表とグラフ作成）



参照データ：品目別都道府県庁所在市及び政令指定都市ランキング，統計データコンペティション（教育用標準データセット）

相関関係

t検定

前期最終課題（相関関係とｔ検定）



最終レポート（生徒のワークシート）



レポートやスライドの作成の仕方、分析や考察の仕方について

意識やスキルの変化（向上）はしましたか。

●極めて必要である

●概ね必要である

●やや必要である

●ほとんど必要でない

●必要でない

37%

42%

27% 

6%

1%

この授業は、あなた自身にとって、どの程度必要性を感じましたか。

●極めて向上した

●概ね向上した

●やや向上した

●ほとんど向上しなかった

●向上しなかった

10%

46%

52% 

3%

4%

前期最終アンケート



【生徒の意見（前期を通して）】

• 社会で生きていくスキルを学べてとても楽しかったし、勉強になった。

• 自分でデータを分析するのがとても楽しかったです！

• 難しいことしか無かったけど、その分勉強しただけしっかり理解できて

良かったです！！

• 難しい内容でしたが、大変興味深い授業でした。

• 難しかったが役に立ちそうです。

• 面白さに気づくまで時間が掛かったから最大限楽しむことが出来なかっ

た。もっと早くから興味を持ちたかった。

• 言葉の意味を理解するのが難しかったです。

• Excelなどの使い方がすごく難しかったです。

前期最終アンケート



回 内 容

1 発表 都丸・斉藤 最終レポート再考察・PBL概論

2
理論 都丸・斉藤

計画の立て方・記録法（エビデンスブックの活用）

3 文献調査結果の共有（各領域）

4

実験 都丸・斉藤

PBL第１次問題解決 文献調査・実験計画

5 PBL第１次問題解決 実験計画の共有・再考察（各領域）

6 PBL第１次問題解決 実験１回目

7
分析 都丸・斉藤

実験２回目

8 PBL第１次問題解決 実験３回目・分析

9 発表 都丸・斉藤 分析・中間発表会（４領域）

10
実験 都丸・斉藤

PBL第２次問題解決 文献調査・実験計画の再考察

11 PBL第２次問題解決 再実験１回目・分析

12
分析 都丸・斉藤

再実験２回目・分析

13 分析

14
発表 都丸・斉藤

分析・最終レポート作成

15 PBL成果発表会（各領域）

後期指導計画



湿度が高いほど

廊下は滑りやすくなる

１次解決



１次解決発表会

【問題点】

・蓋の部分がふやける

・隙間から蒸気が抜け、湿度を一定に保つことができない

・湿度の計測時に蒸気がもれる

・スリッパにかかる力がバラバラ

ｔ検定や相関関係を調べることのできるデータ



湿度が高いほど

廊下が滑りやすくなる

２次解決



２次解決



本校の課題研究

P P D A C
データの取り扱い、結果の読み取り方に重点

今年度からの課題研究

データサイエンス（DS）
を、1年で学ぶ



●極めて必要である

●概ね必要である

●やや必要である

●ほとんど必要でない

●必要でない

38%

36%

24% 

0%

2%

この授業は、あなた自身にとって、どの程度必要性を感じましたか。

学年末最終アンケート

【生徒の意見（年間を通して）】

• データを扱うことは難しかったし、大変なことも多かったけど、長い間

実験して１つの結論を出すことができて楽しかったです

• 前期の授業で学んだ知識を活かしながら課題に取り組めるのが良かった

• 前期の話すぐ忘れるけど、大事なの困る



部活 ⼈数 平均 標準偏差

○ 144 66.06 22.06

× 121 71.07 28.34
この5.01分差は違いがある？

ある決まった計算をする

計算結果＝ｔ 値
平均の差が⼤きいほど、
ｔ 値の絶対値が⼤きく なる

統計的検定の⼿続き STEP２ ： 検定統計量の構成

： 帰無仮説（ ＝ ）

標準誤差

t分布という 確率分布に従う

仮説Ａ ： 平均に差はない

24

統計的検定の⼿続き STEP４ ： 有意⽔準の設定

確
率 t分布（ 確率分布）

帰無仮説の採択域棄却 棄却

有意⽔準(α)： 帰無仮説を棄却する基準となる確率

95％信頼区間
(α= 0.05)

2.5% 2.5%

-1.97 1.97
26

統計的検定の⼿続き STEP５ ： 有意確率の計算

確
率

t分布（ 確率分布）

棄却 棄却

95％信頼区間
(α= 0.05)

2.5% 2.5%

-1.97 1.97

ｐ 値： 0.11

帰無仮説の採択域

次年度へ向けて（理論の内容）



次年度へ向けて（理論の内容）

説明を省いても良いのでは？



0%

20%

40%

60%

80%

100%

作業環境がない 作業環境がある

完成

未完成

自宅で作業できる環境の違い

７％の差があった（統計的有意差なし）

次年度に向けて（生徒の自宅環境のサポート）



ご静聴ありがとうございました

国立大学法人東海国立大学機構

名古屋大学教育学部附属中・高等学校


